
 

 

令和７年３月１２日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立八雲小学校 

学校長 藤井 良江 

令和６年度 目黒区立八雲小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月１５日（土） 午前９時３０分～午後１０時３０分 

            ・情報交換（学校経営方針、年間行事予定について） 

（２）第２回実施日時 令和６年９月２８日（木） 午前８時４５分～午前９時４５分 

・情報交換（学校の状況について） 

（３）第３回実施日時 令和７年２月 ８日（土） 午前１１時２０分～午前１２時００分 

・情報交換（学校の状況について、学校評価について） 

・道徳授業地区公開講座について 

２ 参加者 学校評議員 校長 副校長 

３ 評価の結果等 

評価項目 四者による学校評価アン

ケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅰ学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

 

◎児童・保護者・地域・

教職員ともに肯定的

評価が９割を超えて

いる。 

通常の教育活動を中

心として、落ち着い

た学校生活を送れた

ことや学校公開、学

校だよりなど、参観

や情報発信の改善を

図った成果といえ

る。 

 

・全教職員で共通理解

を図り、児童の安心・

安全を第一に優先し

た教育活動を実施す

る。 

・学年・学級経営を充実

させて、教師と児童の

信頼関係を構築する

とともに、児童相互の

人間関係を育てる。そ

のため、教職員の連携

はもとより、保護者と

も連携を深めていく。 

・学校公開の様子から

も、子どもたちが、落

ち着いて学習に臨む

姿が見られた。 

 

・学級の掲示物なども

一人ひとりの作品が

展示してあり、クラス

の様子が伝わってき

た。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

 

●保護者・地域に向け

た教育目標や指導の

重点は、8割強であっ

た。新しい教育課程

への移行について、

・午前５時間４０分授

業実施に向けて、教職

員の研修を実施し理

解を深めるとともに、

保護者・地域に教育内

・情報発信については、

地域の我々にも資料

があることで、より、

学校のことが分かり

やすくなると感じた。 



周知が十分ではなか

ったことが原因だと

考えられる。 

容の情報を発信して

理解を図る。 

Ⅲ心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

 

◎児童・教職員共に９

割以上が肯定的な回

答であった。授業の

中で道徳的価値につ

いて考える機会が十

分確保された結果だ

といえる。 

 

●保護者の回答は８割

弱であった。道徳に

対して知識として理

解はしている一方

で、実際に行動や態

度に表すことは、向

上の余地があると考

えられる。「分からな

い」の回答も含まれ

るため、学校での様

子が保護者や地域に

十分に伝わっていな

い現状がある。 

・道徳科の授業では、児

童自らが考え、議論す

る活動を中心に自己

の生き方を深めさせ

る授業の質の向上を

図る。 

 

 

・教育活動全体を通じ

て、人権の理解を深

め、差別やいじめの解

消を図るとともに、規

範意識の醸成を図る 

 

・道徳授業地区公開講

座の周知に加え、実施

の様子を保護者に発

信する。学校での実施

内容を保護者に発信

し連携を図る。 

 

・日々の登下校の様子

を見ても、挨拶を嬉し

そうにする児童や、声

をかけても返事がな

い児童等、児童の様子

が見られた。 

・家庭の中でも、家族が

挨拶をしている環境

にあると自然と挨拶

ができる児童になる

と思う。 

・子どもたちは、周りの

大人の姿を見て育っ

ていると思う。保護者

や地域の大人も、子ど

もたちの心の育成に

ついて意識していく

必要があると思う。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

 

◎９割を超える児童が

肯定的な回答をして

いる。最後まであき

らめずにやり遂げる

指導を繰り返し行っ

た結果だと言える。 

 

 

 

●保護者の評価は 9 割

弱だった。児童自ら

が、自己調整しなが

ら学ぶことについ

て、家庭への周知を

引き続き行っていく

必要がある。 

・次年度より実施とな

る、４０分授業午前５

時間制によって生み

出された時間を、児童

が学校での学習を自

己調整できる時間に

あてて、児童が学習の

主体者となるように

工夫を行う。 

・「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の一

体的な充実を図り、児

童の確かな学力定着

を図る。 

・学びを自分のペース

で行えるように週の

・授業の中で、子どもた

ちが学習用情報端末

を実際に使っている

様子が多くの学級で

見られた。 

・ICT 機器を活用した

授業が工夫されてい

ると感じた。 



学習予定表や学習用

情報端末を活用する。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

 

◎9 割を超える児童が

肯定的な回答であっ

た。体育や外遊びの

充実に加え、健康や

食育の指導が定着し

てきた成果といえ

る。 

◎保護者の肯定的意見

が 1 割増となった。

健康教育の推進が保

護者にも浸透してき

た表れといえる。 

・生涯にわたり、心身共

に健康でいるための

体作りをめざし、必要

な基礎体力をつけら

れるように、運動量の

十分な確保を行う。 

 

・規則正しい生活習慣

や食への知識、健康な

体作りを、家庭と連携

して健康の保持につ

とめる。 

・健康の面からみると、

昔と比べて、現在は、

教室にエアコンが備

わり、子どもたちも快

適な環境で過ごすこ

とができていると思

う。 

・体力向上の面では、一

輪車や竹馬などに触

れる機会があるのが

よいと感じた。昭和の

遊びなども取り入れ

てみるのもよいと思

う。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化などに

ついて 

 

◎児童は、9割以上が肯

定的評価であった。

児童が主体となった

特別活動の展開が定

着してきた結果だと

言える。 

●保護者・地域では、肯

定的評価が 8 割強だ

った。本来の特別活

動についての周知や

発信が不十分だった

と言える。 

・学校行事への参加や

異年齢集団による交

流活動を充実させて、

学校生活の質の向上

を図る。 

 

・学級活動などでは、児

童の思いや願いを話

し合いの中心におき、

課題の解決、合意形成

を図る、意思決定をす

るなどの経験を積む

ようにする。 

・違う学年の児童が関

わる学校行事がある

のはよいと思う。現在

の子どもたちは、遊び

場や公園などで違う

学年で遊ぶ機会があ

まりないのではない

かと思うため。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

◎児童の肯定的な回答

は、9 割を超えてい

る。児童の変化や相

談に対して、組織的

な対応を強化したこ

とで、児童の悩み等

を早期発見、早期対

応につなげられた結

果といえる。 

・児童理解を十分行う

ことで、生活指導上の

課題を抱える児童や

配慮を要する児童へ

の対応を迅速に行う。 

・未然防止、早期発見に

向けて、いじめ不登校

対策委員会を中心に

児童理解を深める。 

・私たちが子供のころ

と比べて、地域の公園

など、規制や禁止が多

くなっていると思う。

そのため、地域の中で

も、子どもたちに公共

の場でのルールやマ

ナーをどう伝えてい

くのかを考えたい。 

 

 



＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

◎１０割近くの児童が

肯定的な回答をして

いる。毎月の避難訓

練を徹底して行うな

ど、安全教育の指導

の徹底が現れてい

る。 

●保護者の回答は８割

強であり、学校での

安全教育の周知や、

保護者参加型の安全

教室など、あり方を

工夫する必要があ

る。 

・毎月の避難訓練や安

全指導についての意

義を児童に十分に理

解させて、児童が自ら

安全についての意識

を十分にもち、避難行

動がとれるように指

導する。 

・訓練で安全な避難行

動がとれることは大

切だと思う。 

・自転車の乗り方や道

の歩き方など、気を付

けないといけない場

面が見られることが

ある。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

 

●あいさつ運動や中学

校行事の参観などの

交流を行っている

が、保護者の回答が

６割強にとどまっ

た。これは情報の不

足によるところが大

きく、より積極的な

発信が必要である。 

・小中連携では、第十中

学校との共通のテー

マの下で交流を推進

する。 

・近隣の幼稚園・保育園

とは、保幼小架け橋プ

ログラムのもとにし

た連携の強化を図る。 

・世代を超えた交流は

大切だと思う。 

・あいさつ運動は、昔

は、保護者をはじめ商

店街の方も参加して

いたが、コロナ以降、

人数が減ったことも

あると思う。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

ついて 

 

⦿保護者の回答は 7 割

強だった。 

学校・学年だよりの

内容を大幅に見直し

て、必要な情報を分

かりやすく発信した

が、学校ホームペー

ジの更新は回数を増

やすように改善を図

る必要がある。 

・学校だより、学校ホー

ムページ、保護者連絡

システムの活用に加

え、学校公開、各行事

を通して、保護者に児

童の学校での学びの

姿を示していく。 

・学校ホームページで

の学校の様子の発信

に今後も期待してい

る。 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教員の肯定的回答が

微増した。OJT や校

内研究など引き続き

充実を図る。 

・教師の指導技術の向

上や児童理解研修な

ど、児童を多面的にと

らえられるように研

修を充実させる。 

・日常の職務の中で必

要な技術について、職

層に応じた人材育成

を行い、組織の力を高

めていく。 

・授業参観の様子から、

発達段階に応じた指

導をしている先生の

姿が見られたのがよ

かった。先生が、児童

の発言を引き出す様

子や、児童が答える様

子もしっかりとして

おり、先生がしっかり

子どもたちに向き合

っているのを感じた。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

 

◎教職員の回答は８割

程度だった。校務パ

ソコンの入れ替えや

職員室などの環境の

整備により改善が図

られた結果である。 

・業務改善モデル校と

して、また、次年度か

ら実施する午前 5 時

間４０分授業実施に

向けて更なる改善を

図る。 

・校務システムの有効

活用に加えて、補助的

教員との連携を図り、

さらなる効率化や最

適化を図る。 

・教職員の働き方につ

いては、引き続き改善

を図ってほしい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

〇教職員の回答は１０

割だった。定期的な

研修やワークショッ

プなど、教育公務員

としての服務事故撲

滅に向けての意識の

醸成を図ることがで

きた成果といえる。 

・全教職員が服務事故

防止に関して意識を

高められるよう、日常

の適切な服務の意識

の向上と実践を図る。

また、組織としての対

応を図り、事故防止に

努める。そのために、

服務研修等を通して

意識を醸成していく。 

・服務事故防止につい

ては、大切なことだと

思うので引き続き続

けてほしい。 

 

 


